










目的:Reye 症候群は肝ミトコンドリア病変に由来する急性脳障害と考えられており,1)慢

性の肝硬変を基礎に持つ肝性脳症(hepatic encephalopathy)2)とは質的に異なっている点

が多い。しかしアミノ酸や生体アミンの代謝には共通点も少なくない。フェニルアラニン

とチロシンはともに増加し,分枝アミノ酸は減少している。3)生体アミンでは脳内のドーパ

ミンとノルエピネフリンが減少し,4)偽性神経伝達物質(false neurotransmitter)5)と呼

ばれるオクトパミンやフェニルエタノールアミンが増量している。この現象が神経シナッ

プスにおける伝達の機能に乱れをひきおこし,意識障害やけいれんなどの中枢神経症状を

発現するとの考え方がある。5）Reye 症候群におけるオクトパミン代謝を明らかにするこ

とは,本症候群の診断,病態解明および治療法の開発に役立つ可能性があり、前年度にひき

つづきオクトパミンとその代謝産物である P一ヒドロキシマンデル酸(PーHMA)の測定法を

検討した。 


